
 「野の花の丘便り」6月上旬

今年も花が咲いています
　5月の異常な暑さのせいでしょうか、今年は花が早い
ような気がします。今黄色く咲いている花はセンダイ
ハギです。ハギと言えば秋のイメージですが、これは
ハギには珍しく春早く花がつきます。今、「野の花の丘」
の花はこのセンダイハギだけですが、これから色んな
花が次から次へと咲き出します。また周りを見わたします
と、アカシア、トチノキ、ハマナス、マーガレットなど夏
を感じさせる花が一斉に咲き出し、ナナカマドは早くも実
をつけ、季節は一気に夏に向かっています。
　6月1日に野の花の丘の今年最初の作業を行いました。
セイタカアワダチソウなどの雑草、雑木退治、シートで
覆っている園路の補修にも汗を流しました。
　これから植物にとって一年で一番良い季節を迎え、
グングンと成長します。野の花の丘の花たちがどんな
ふうに花を咲かせてくれるのか、今年も楽しみに待ち
たいと思います。

センダイハギの黄色い花

皆さんお疲れさまでした



 「野の花の丘便り」6月下旬
ヤナギランの花が咲き始めました
　クマ騒動もあって、なんだか気になる日が続いていま
すが、夏至が過ぎて「野の花の丘の花」たちも成長が
ピークに達しました。これから植物たちは成長の時期
から、花の時期、実りの時期へと向かいます。
　センダイハギが終わり、かわってヤナギラン、エゾク
ガイソウ、オカトラノオなどが蕾をつけています。
ヤナギランは早くも赤紫色の涼し気な花を咲かせはじめ
ました。一方では今年もクサレダマ（腐れ玉ではなく
草連玉です）が白い虫に食い荒らされ始め、気になって
いるところです。何とかならないものでしょうか。
　何はともあれもうすぐここ「野の花の丘」は一年で
一番華やかな花の季節を迎えます、楽しみです。

もうすぐ花の季節です

　ヤナギラン

　エゾクガイソウ

　オカトラノオ



 「野の花の丘便り」７月上旬
半夏生（はんげしょう）
　夏至の日から11日目の7月2日から七夕の7月７日頃
までの5日間を半夏生というそうです。半夏「烏柄杓（カ
ラスビシャク）という薬草が生える時期で、この頃まで
に田植えを終える目安としたそうです。季節を表す言葉
の一つですが、細やかな美しい響きが感じられます。
　早いもので一年ももう半分が過ぎて残り半分、心を引
き締め直して頑張らなければと思うこの頃です。
　植物はこれから一年で一番暑い時期に向かって、一生
懸命に花を咲かせようとしています。ヤナギランの赤紫
エゾクガイソウの紫、オカトラノオの白、エゾカワラ
マツバの黄色、ヒヨドリバナの赤、ヨツバヒヨドリの白、
それぞれ個性のある花を咲かせ始めています。
　いよいよ花の季節です。
今年も「花たち頑張れ」とエールを送りたくなります。

咲き始めた花たち
　ヒヨドリバナ　　　　　　　　エゾカワラマツバ

　エゾクガイソウ　 　　　　　ヤナギラン



 「野の花の丘便り」７月中旬

はなやかな花の時期なのですが

　7月は本格的な暑さが訪れる月で、涼しい風が吹くの
を待つ「風待月」とも言うそうですが、今年は雨が多く
気温も低く、晴れた日も少ないせいか、いつもの年に
比べて、花が少なく色もさえないような気がします。
　7月6日に今年2回目の草刈りの作業を行いました。
今はヤナギラン、エゾクガイソウ、オカトラノオ、エゾ
カワラマツバ、ヒヨドリバナ、ノコギリソウなど「野の
の花の丘」の主役たちが花を咲かせています。よく見て　
みますと、ヤナギラン、オカトラノオなどは集団で、
エゾクガイソウ、エゾカワラマツバなどは個々に勢力を
拡大しているようです。
　一方今年も残念ながらクサレダマに白い虫がつき、
花芽が食べられ、花を咲かせてくれるかどうか心配です。
　花の盛りの時期ですが、心配も多いものです。

　今花盛りの主役の花
ヤナギラン　　　　　　　　　エゾクガイソウ　　　

オカトラノオ　　　　　　　　エゾカワラマツバ



 「野の花の丘便り」７月下旬
もう秋？
　ヤナギラン、エゾクガイソウ、オカトラノオなどの　
「野の花の丘」を代表する花が盛りを過ぎて、替わって　
秋の七草のオミナエシ、ナデシコ（どこから来たの？）、
キク科のヒヨドリバナ、ノコギリソウ、キキョウ科のツリ
ガネニンジンなど秋の花が咲き始めました。
　また周辺ではナナカマドやカエデ類が赤くなり始め、
赤とんぼも飛び、ハマナスの実も赤くなってきています。
今が一年でいちばん暑い時期ではありますが、植物の
世界では秋の気配が漂っています。
　一方ほとんど姿を見せなくなっていた、オトコエシや、
カワミドリ、虫に食い荒らされていたクサレダマも少しで
はありますが咲き始め、少し安心しています。
　7月23日頃は大暑、「暑い暑い」と文句言ってビール
でも飲んで過ごしたい所ですが、そんな間もなく、秋に
向かいそうです。

咲き出した秋の花々
　ナデシコ 　オミナエシ

　ツリガネニンジン 　ヒヨドリバナ



 「野の花の丘便り」８月下旬

短い夏は終わったようです
　8月も下旬となり、すっかり秋の風情がただよい始め
ました。周りを見わたして見ますと、クリ、ハマナス、
トチノキなど実を付け出し、コオロギも鳴き始めています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　厄介者のセイタカアワダチソウの黄色い花が目立ち始
めました。今年もまたセイタカアワダチソウとのいたち
ごっこです。夏を彩った赤色のヤナギラン、紫色のエゾ
クガイソウなどの華やかな色の花に変わって、オミナエ
シ、ハンゴンソウ、キンミズヒキ、ヤマハハコなど地味
な黄色や白い花が目立ってきました。　　　　　　　　　　　
　今年はオミナエシ（女郎花）が目立ちます。女性には　　　　
負けじとオトコエシ（男郎花）も頑張って勢力を拡大して　　　
来ています。一方では菊の仲間のエゾノコンギク、エゾ
ゴマナ、ユウゼンギクも花をつけ出しました。また、秋
を代表するススキも大きく成長しています。
　短い夏は終わり、寂しいけどいよいよ秋本番です。

　頑張っているオミナエシと　頑張れオトコエシ

　秋の風情のススキと　厄介者のセイタカアワダチソウ



 「野の花の丘便り」９月上旬

秋本番です
　9月になって「野の花の丘」は随分様変わりしました。　
黄色いセイタカアワダチソウが目立っていたのですが、
8月24日に除去作業を行い、随分とさっぱりとしました。
　今は主に黄色いオミナエシと、キンミズヒキが目立っ
ています。今年も野の花の主役である、センダイハギ、
ヤナギラン、エゾクガイソウ、オカトラノオなどは去年
と同じように沢山咲いてくれました。一方ではカワミドリ
やエゾゴマナなどはほとんど見えなくなっています。　　
クサレダマやハンゴンソウはそれなりにあるのですが、
虫に花芽を食べられたのか、花がほとんど咲きませんで
した。多くなりすぎた花、消えてなくなりそうな花、これ
から少しバランスをとっていく必要がありそうです。
咲いている花は少なくなりましたが、今は実りの時期、
　花も来年のための準備に入っているようです。

今年最後の作業、皆さんお疲れさまでした。

　オミナエシ

　キンミズヒキ        　　厄介者のセイタカアワダチソウ



 「野の花の丘便り」９月中旬

ハギの花
「野の花の丘」の園路の反対側にあるハギの赤紫色の
花が咲き始めました。ハギは秋の七草の一つで、草かん
むりに秋と書き、まさに秋を代表する花です。
　令和の元号で、万葉集の梅の花が話題になりましたが、
ハギは万葉集の中で植物では最も多く詠み込まれていて、
次は梅、桜はずっと少なかったようです。
　ハギは冬になると地上部が枯れてしまいますが、春に
は毎年新しい芽を出し、生え変わることから、「はえぎ
（生え芽）」、次第に「はぎ」に変化したと言われて
います。花の可愛さもさることながら、その強い生命力
に万葉の人々も心を惹かれたのでしょうね。
花が少なくなるこの時期、ハギの花を愛でながら、
　万葉の雰囲気に浸るのもまたいいものですね。

    咲き始めたハギの花



 「野の花の丘便り」９月下旬
今年もそろそろ店じまい？
　今年も沢山楽しませてくれた[野の花の丘]の花たちも
そろそろ店じまい？今はユウゼンギクと園路の反対側の
萩が競い合って咲いていますが、そのほかの花たちは
ほぼ店じまい、来年に向けての準備に入っています。
　今年は5月にまずセンダイハギの花が咲きました。こ
の花はかなり勢力を拡大し、他の花を圧迫している感じ
です。7月には、エゾクガイソウ、ヤナギラン、オカトラ
ノオなどの[野の花の丘]の主力メンバーが、例年通りに
沢山花を咲かせました。今年は晴れた日が少なかった
せいかあまり勢いがなかったように見えました。またオミ
ナエシ、オトコエシ、トモエソウ、ヤマハハコ、ノコギリ
ソウなども地道に頑張っていました。
　一方、カワミドリ、ハンゴンソウ、クサレダマ、エゾ
ゴマナなどは年々少なくなり、今年はわずかにしか見え
ないほどに少なくなってしまいました。来年は少なくなっ
た花々を増やしていくようにしなければと思っています。
　沢山のお花さんたち、今年も有難うございました。
来年も沢山花をつけてください、よろしくお願いします。
今年の[野の花の丘便り]も店じまいにしたいと思います。

萩とユウゼンギクが競い合っています
萩  　ユウゼンギク


